
価値創造ストーリー JR九州グループの戦略 データセクション価値創造の取り組み

健全な企業運営　─ 人権推進 ─

　「JR九州グループ人権基本方針」に基づき、人権デュー・ディリジェンスを実施し
ています。

　「JR九州グループ人権基本方
針」において、すべてのステークホ
ルダーの人権の尊重を表明してい
ます。

JR九州グループ 
人権基本方針の策定 

（指導原則16）

人権デュー・ディリジェンスの実施 （指導原則17）

　グループ及び取引先の従業員やお客
さま、地域の皆さまから、人権問題に関
する通報や相談を受け付ける窓口を設
置しています。

救済メカニズムの構築 
（指導原則22）

ステークホルダーエンゲージメント

　JR九州グループは、国際連合「ビジネスと人権に関する指導原則」をはじめとした人権に関す
る国際規範や「ビジネスと人権に関する行動計画」を支持・尊重し、企業に求められている社会
的責任を果たすため、以下の取り組みを推進しています。

人権デュー・ディリジェンス
　「JR九州グループ人権基本方針」に基づき、事業活動において引き起こす可能性がある人権
への負の影響（人権リスク）を特定し、その影響を予防・軽減させるための取り組みとして、人権
デュー・ディリジェンスを実施しています。

人権リスクの特定
　以下のリスクマップを作成し、優先して対応すべき人権リスクを特定しました。リスクマップは、
法務省文献の「今企業に求められる『ビジネスと人権』への対応」で示されている26の主要な人
権リスク類型に基づき、従業員やグループ会社、取引先へのアンケート結果をもとにしています。
また、経済産業省の「責任あるサプライチェーン等における人権尊重のためのガイドライン」等
の評価手法を参考にしながら、当社グループが関与している人権への負の影響を「深刻度」及び

「発生可能性」を基準に評価し、社外取締役や有識者からの助言も踏まえ作成しています。
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健全な企業運営　─ 人権推進 ─

取り組み効果の追跡・調査
■ アンケート調査
　当社グループ及び取引先における人権侵害の発生状況や人権推進に係る取り組みへの理
解・支持状況の把握を目的にアンケートを実施しています。2024年度は、従業員及びグループ
会社、資材取引先460社に実施しましたが、2025年度以降は取引先の対象を拡大することにし
ています。

■ 外国籍労働者へのヒアリング
　定期的に現地を訪問し、技能実習生をはじめとした外
国籍労働者の就労・居住環境の確認とヒアリングを実施
しています。

予防・軽減策の実施（2024年度の主な取り組み）
■ カスタマーハラスメント防止に向けた取り組み
　安全の確保やお客さまの立場に立った安心・快適なサービスの提供はもとより、法令遵守や
人権・環境等に配慮した事業活動を通じて、企業の社会的責任を果たし地域に貢献していきた
いと考えています。そのうえで、従業員の人権が守られ、心身ともに健康で安心して働き続けら
れる職場環境を整備することが大切であると考えています。このような考えのもと、2024年9月に

「JR九州グループカスタマーハラスメントに対する基本方針」を策定し、社内外に公表しました。
　カスタマーハラスメントと判断される言動を認めた場合には、従業員を守るために毅然とした
対応を行い、必要に応じて商品・サービスの提供やお客さまへの対応を中止します。また、基本
方針の策定に伴い、従業員が顧問弁護士に相談できる仕組みを整備するとともに、全従業員に
カスタマーハラスメントの基本的な知識や相談フローについて周知を図り、対応マニュアルを整
備しました。

「JR九州グループカスタマーハラスメントに対する基本方針」（2024年9月版）
web  https://www.jrkyushu.co.jp/company/esg/human_rights/pdf/240920_customer_harassment.pdf

■ カスタマーハラスメント発生時の対応フロー
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■ サプライチェーン上の人権侵害への対応
　取引先に対して、「調達の基本方針」の周知のほか、当
社グループの人権推進の取り組みを、あらゆる機会を通
じて説明しています。2024年度は、資材及び建設取引先
430社に説明し、理解と支持を求めました。

■ 救済窓口の体制の見直し
　当社グループ及び取引先従業員の人権侵害の救済窓口として「JR九州グループ企業倫理ホッ
トライン」を設置していますが、窓口の独立性と調査の透明性・公正性を担保するため、2025年
2月に窓口を一本化し、社外の専門会社に委託しました。

P.68  内部通報制度

■ 人権意識の向上に向けた取り組み
　人権侵害を「しない、させない、見逃さない」との考えのもと、全役員・従業員に教育及び啓
発を行っています。また、社外研修等も活用しながら、人権について定期的に考え、学ぶ機会を
創出しています。

情報開示
人権推進の取り組みについては、JR九州ホームページ等で開示しています。
人権の尊重

web  �https://www.jrkyushu.co.jp/company/esg/human_rights/

協力会社への人権推進の取り組み説明

外国籍労働者へのヒアリング
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